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（写真）Ciudad Caracas “ベネズエラ・ガイアナ国境紛争の歴史” 
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 国境紛争地 ガイアナエセキバ          

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

１月１７日 ベネズエラのデルシー・ロドリ

ゲス副大統領はハーグの国際司法裁判所を 

訪問。同国とガイアナの国境問題について、国際司法

裁判所の介入を拒絶。ガイアナの訴えを取り消すよ

う求めた（「ベネズエラ・トゥデイ No.834」）。 

 

ガイアナとベネズエラは、ガイアナエセキバ地域の

領有権を争っている。 

 

本稿では、ガイアナエセキバ地域の領有権を争って

いる歴史的経緯と現状について紹介したい。 

 

 

最初にガイアナエセキバの場所について確認したい。 

 

下図は、ベネズエラの地図。地図右の斜線部分の地域

が「ガイアナエセキバ」である。 

 

日本国土の１／２に近い面積 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b1d3eb60c3b7b58de467996647f3b9c8.pdf
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ガイアナエセキバの面積は１５万９，５４２平方キロ。 

日本の総面積の２分の１に近い広大な土地である。 

 

この土地には地下資源が眠っているとされており、非

常に魅力的な地域のため両国が強く領有権を争って

いる。 

 

 

以下はガイアナエセキバを拡大した図。 

この図をベースに同地域の歴史的背景を確認したい。 

 

 

エセキバ地域の領土問題は、他の国でも見られる領土

問題と同様に欧米による植民地主義の産物である。 

 

同地域の領有権が最初に地図として定義されたのは、

１７７７年９月８日。 

 

ベネズエラがスペイン領だった当時、ベネズエラ領を

治めていたカルロス三世は「エセキバ」の名前で同地

域をベネズエラ領土と規定した。 

 

なお、当時ガイアナ地域をコントロールしていたのは

オランダで、スペインとオランダが同地域で国境を接

していたことになる。 

 

１７７９年、オランダはエセキバ地域をスペイン領と

して認識することで合意。エセキバ地域はスペイン領

となっている。ただし、法的にベネズエラ領土である

だけで、実質的な統治状態には無かったという。 

 

 

１８１１年７月５日 ベネズエラはスペインからの

独立を宣言。同日がベネズエラの独立記念日となる。 

 

なお、ベネズエラ憲法ではベネズエラの領土について

１７７７年にカルロス三世が定めた地域をベネズエ

ラ領土と定めていた。 

 

問題の発端は、ベネズエラ独立から３年後の１８１４

年。当時、オランダと英国は南米領土に関する合意を

交わした。領土拡大を目指していた英国は、オランダ

から「Berbice」「Demerara」「Esequiva」の３領土の

領有権を譲り受ける。 

ガイアナエセキバ スペイン領に 

英国の登場 
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ベネズエラは「Esequiva（エセキバ）」が英国領とし

て明け渡されたことに抗議。ここから英国とベネズエ

ラの領土問題が始まる。 

 

１８１９年、ベネズエラ・コロンビア・エクアドル・

パナマの全域とブラジル・ペルー・ガイアナの一部地

域を含む「グラン・コロンビア（コロンビア共和国）」

が独立を宣言したが、１８３１年に分離し、消滅した。 

 

なお、ベネズエラ政府は、この「グラン・コロンビア」

が存在していた１８２４年、英国はガイアナエセキバ

が「グラン・コロンビア」の領土と認識していたと主

張している。 

 

ベネズエラ政府の主張が事実であるとすれば、２ペー

ジ目のガイアナエセキバ地図の①と書かれた赤色の

ラインが国境だったことになる。 

 

その後、１８３４年、英国はベネズエラを独立国家と

して正式に認識。 

 

翌年の１８３５年、英国政府の Robert Schomburgk

特使は、ベネズエラ領土について英国は相談を受けて

いなかったと主張。２ページ目の②のラインが両国の

国境であると主張した。 

 

その後、国境問題が合意に至らないまま１８４０年に

英国は２ページ目の④の赤いラインを両国の国境と

する地図を公表した。翌１８４１年にベネズエラ政府

はこの英国が作成した地図に抗議をしている。 

 

更に１８８７年、英国は領土を更に拡張。２ページ目

の⑤の赤いラインを国境と認識。これを受けて、ベネ

ズエラは英国との外交関係断絶を宣言した。 

 

 

その後、状況が大きく動いたのは１８９７年。 

 

当時、米国はモンロー主義を掲げていた。 

 

これは米国のジェームス・モンロー第５代大統領が述

べた思想で、 

「アメリカ大陸で主権国家として独立している国は、

将来的にも欧州からの干渉を受けるべきではない」 

「仮にアメリカ大陸に植民地を新設、あるいは既存の

独立国家に欧州が干渉する場合、米国への敵対行為と

みなす」という考え方。 

 

米国がアメリカ大陸にある独立国の主権を尊重して

いるようにも見えるが、実質的には「南米はアメリカ

の庭である」という宣言とも言える。 

 

このモンロー主義の流れにガイアナエセキバの領土

問題も巻き込まれる。 

 

１８９７年、米国と英国の圧力を受けて、ベネズエラ

は「ワシントン協定」を締結した。この協定はベネズ

エラに不利な内容であり、この協定により米国の仲裁

により領土問題を解決することが決まった。 

 

そして、１８９９年 パリでガイアナエセキバの領土

問題について調停が行われ、ベネズエラはガイアナエ

セキバの９０％の領土を失うことが決定した。 

 

この時の国境が、２ページ目の③の赤色のラインであ

る。 

 

 

米国の介入により英国へ譲渡 
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なお、この時の調停には実質的にベネズエラの代表は

いなかったという。米国・英国政府からそれぞれ２名、

ベネズエラは英国と米国親パの代表者が出席し、英国

に有利な国境が定められたという。 

 

 

それから５０年近くが経過した１９４８年、１８９９

年当時、エセキバを英国領とする調停について裏取引

が存在したことを示す書類が公表され、中立性のある

調停ではなかったことが明らかになった。 

 

裏取引の存在が明らかになったことを受けて、ベネズ

エラ政府は当時の調停を無効化するよう国連に訴え、

これが認められたことでガイアナエセキバ地域の領

土問題はゼロに戻った。 

 

そして、１９６６年２月にベネズエラと英国とガイア

ナ英領との間で「ジュネーブ合意」が締結される。 

なお、ガイアナはこの合意の３か月後の１９６６年５

月に英国から独立する。 

 

この「ジュネーブ合意」が最新の両国の国境について

の合意事項で、現在も有効な合意となっている。 

 

合意内容は「当事国が協議のうえで国境を定める」と

いうもの。 

 

つまり、「１ページ目の地図の斜線部分はどの国の領

土か未定状態である」という合意が交わされたことに

なる。 

 

 

 

 

 

現在はガイアナ政府が「国際司法裁判所（以下 CIJ）」

で領土問題を解決しようとしているが、ベネズエラ政

府側が「ジュネーブ合意」の原則に従い、「裁判では

なく両者の協議による解決」を求めており、折り合い

がついていない。 

 

２０１５年、ガイアナは米国エネルギー会社「Exxon 

Mobil」と「Stabroek ブロック」の海底原油採掘プロ

ジェクトを行うことで合意した。 

 

しかし、このプロジェクトの海域は国境紛争地域に当

たるためベネズエラ政府が強く抗議。同プロジェクト

は外交問題に発展した。 

 

２０１６年１２月、国連のバン・キムン事務局長（当

時）は、この問題を CIJ で決定することを提案。ベネ

ズエラ政府は反対したが、２０１８年３月にガイアナ

政府は CIJ に調停を依頼した。 

 

外交問題を抱えるマドゥロ政権が CIJ で争っても不

利と思われ、マドゥロ政権はあくまで CIJ による調停

を拒絶し、ガイアナ政府との協議により決定するとい

うスタンスを今後も維持することだろう。 

 

以上 

裏取引が明るみになり、譲渡は白紙へ 

折り合いがつかない泥沼状態へ突入 


